
























































価は地域によって違うが、全国平均は 1m3 で約 170 円であり、ボトル水は１.5 リット




検査項目は 18 項目で、水道法が適用される水道水の 50 項目と比較すると大きな差があ
る。つまり、水道水のほうがボトル水のそれよりもはるかに厳しい品質によって管理さ
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開発機構 (JAXA) の陸域観測技術衛星 ｢ だいち ｣ による防災利用実証実験が行われており、
衛星地形図、ハザードマップの作成等の新たな利用技術が開発･検証され、防災活動に浸
透しつつある。また、我が国と同様に地震、台風等の被害を受けているアジア地域のた
めに、センチネル・アジアと言う枠組みで 2006 年 10 月から ｢ だいち ｣ の画像データ等
がインターネット経由で提供されている。多島国であることや道路網・通信網の整備状
況等のため、被害状況の把握が困難な場合もあり、地球観測衛星は有効な被害状況把握
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      および日立製作所ホームページ：http://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2007/02/0213.html





















































　TMR 素子は、強磁性金属膜 ( 自由層 ) ／絶縁膜／








































































1） Akio Kamimura and Shigehiro Yamamoto, Organic 
Letters, 2007, Vol.9, No.13, pp2533-2535
2） 上村明男 , 第一回 JCI I イオン液体研究推進懇話会
資料 , 2007 年 10 月 5 日
図表３　6－ナイロンの解重合反応式
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は、米国 NPO の SRI International が開発した発















　 一 方、Pelamis Wave Power Limited（ 英 国、




















1） Artificial Muscle Incorporated ホームページ資料：
　   http://www.artificialmuscle.com/
2） HYPER DRIVE ホームページ資料：
　   http://www.hyperdrive-web.com/index.html
3） ｢新しい方式による波力発電システム｣ 科学技術
動向 2005年8月号
4） Pelamis Wave Power Limited ホームページ資料：


























































































注１：低速中性子 (0.03 ～ 100eV)、中速中性子 (0.1
～ 500eV)、高速中性子 (500eV 以上 )　、１eV の












































































































































































1)    ｢ 超新星爆発の衝撃波で宇宙線は極めて短時間（1 年程度）で加速されていた－「すざく」衛星とアメリカの
    「チャンドラ」衛星の X 線観測より発見－ ｣ (http://www.isas.jaxa.jp/j/topics/topics/2007/1004.shtml)






出典：Nature( 参考 1) から転載 )
Suzaku
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　欧州における人文科学分野の文献検索データ































































たthe International Society for Scientometrics 













1)   ERIH:  ht tp : / /www.esf .org/ research-areas/
humanities/activities/research-infrastructures.html
2)   ISSI: http://issi2007.cindoc.csic.es/program.html
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は、合計で約 835 億 m3 ㎥／年、用
途別では生活用水と工業用水の合
計である都市用水が約 283 億 m3




















3.　農業用水については、1981 ～ 1982 年値は 1980 年の推計値を、1984 ～ 1988 年値を、1990 ～ 1993
年値は 1989 年の推計値を用いている。
4.　四捨五入の関係で合計が合わない場合がある。












1975 1980 1985 1990 1995 2000 2004
（年）
出典：参考文献 1）より引用
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図表 2　水使用形態の区分










































































































































200 ～ 300 ℓ / 日であるが、実際
沖縄県企業局による 29 の宿泊施
設の調査では、宿泊客数 1 人あた
り 1 日最大 2,375 ℓ、最小 332 ℓ、










総輸入量：640 億 m3/ 年
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量は年約 640 億 m3 に達し、日
本国内での総水資源使用量は年約



























































































ボトル水は１.5 ℓ入りで約 200 円































































































一般細菌 1m ㍑の検水で形成される集落数が 100 以下 1m ㍑の検水で形成される集落数が 100 以下
大腸菌 検出されないこと。 検出されないこと。
カドミウム及びその化合物 カドミウムの量に関して、0.01mg/ ㍑以下 <=0.01mg/ ㍑
水銀及びその化合物 水銀の量に関して、0.0005mg/ ㍑以下 <=0.0005mg/ ㍑
セレン及びその化合物 セレンの量に関して、0.01mg/ ㍑以下 <=0.01mg/ ㍑
鉛及びその化合物 鉛の量に関して、0.01mg/ ㍑以下 <=0.05mg/ ㍑
ヒ素及びその化合物 ヒ素の量に関して、0.01mg/ ㍑以下 <=0.05mg/ ㍑
6 価クロム化合物 6 価クロムの量に関して、0.05mg/ ㍑以下 <=0.05mg/ ㍑
シアン化物イオン及び塩化シアン シアンの量に関して、0.01mg/ ㍑以下 <=0.01mg/ ㍑
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/ ㍑以下 <=10mg/ ㍑
フッ素及びその化合物 フッ素の量に関して、0.8mg/ ㍑以下 <=2mg/ ㍑
ホウ素及びその化合物 ホウ素の量に関して、1.0mg/ ㍑以下 ホウ素として 30mg 以下
4 塩化炭素 0.002mg/ ㍑以下 －
1.4 －ジオキサン 0.05mg/ ㍑以下 －
1.1 －ジクロエチレン 0.02mg/ ㍑以下 －
シス－ 1.2 －ジクロロエチレン 0.04mg/ ㍑以下 －
ジクロロメタン 0.02mg/ ㍑以下 －
テトラクロロエチレン 0.01mg/ ㍑以下 －
トリクロロエチレン 0.03mg/ ㍑以下 －
ベンゼン 0.01mg/ ㍑以下 －
クロロ酢酸 0.02mg/ ㍑以下 －
クロロホルム 0.06mg/ ㍑以下 －
ジクロロ酢酸 0.04mg/ ㍑以下 －
ジブロモクロロメタン 0.1mg/ ㍑以下 －







トリクロロ酢酸 0.2mg/ ㍑以下 －
ブロモジクロロメタン 0.03mg/ ㍑以下 －
ブロモホルム 0.09mg/ ㍑以下 －
ホルムアルデヒド 0.08mg/ ㍑以下 －
亜鉛及びその化合物 亜鉛の量に関して、1.0mg/ ㍑以下 <=5mg/ ㍑
アルミニウム及びその化合物 アルミニウムの量に関して、0.2mg/ ㍑以下 －
鉄及びその化合物 鉄の量に関して、0.3mg/ ㍑以下 －
銅及びその化合物 銅の量に関して、1.0mg/ ㍑以下 <=1.0mg/ ㍑
ナトリウム及びその化合物 ナトリウムの量に関して、200mg/ ㍑以下 －
マンガン及びその化合物 マンガンの量に関して、0.05mg/ ㍑以下 <=2mg/ ㍑
塩化物イオン 200mg/ ㍑以下 －
カルシウム、マグネシウム等（硬度） 300mg/ ㍑以下 －
蒸発残留物 500mg/ ㍑以下 －
陰イオン界面活性剤 0.2mg/ ㍑以下 －
(4S.4aS.8aR) －オクタヒドロ－ 4.8a － 0.00001mg/ ㍑以下 －
ジメチルナフタレン－ 4a(2H) －オール
（別名ジェオスミン）
1.2.7.7 －テトラメチルビシクロ [2.2.1] 0.00001mg/ ㍑以下 －
ヘプタン－ 2 －オール ( 別名 2 －メチル
イソボルネオール）
非イオン界面活性剤 0.02mg/ ㍑以下 －
フェノール類 フェノールの量に換算して、0.005mg/ ㍑以下 －
有機物（全有機炭素 (TOC) の量） 5mg/ ㍑以下 <=12mg/ ㍑
pH 値 5.8 以上 8.6 以下 －
味 異常でないこと。 －
臭気 異常でないこと。 －
色度 5 度以下 －
濁度 2 度以下 －
バリウム － 1mg 以下
硫化物 － 0.05mg
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下の約 40％となり、たった 2 日



























































































ルギー消費量 126 億 kWh/ 年と
して計算すると、この技術の導入








名　　　　称 水　　源 利用施設，用途等 使用水量（m3 ／日）
 東京都中野処理場 下水処理水 管理棟（5,600m2）の冷暖房 約     3,000      
 東京都湯島ポンプ場 未処理下水 事務棟（490m2）の冷暖房 約     2,000
 東京都有明処理場 下水処理水 管理棟（4,419m2）の冷暖房 約     1,500
 山形県最上町役場 地　下　水 役場等 5 施設（10,604m2）の暖房，給湯 約     2,300
 東京都箱崎地区 河　川　水 業務用地等（22.7ha）の地域冷暖房，給湯 約   34,700
 東京都後楽一丁目地区 未処理下水 業務用地等（21.6ha）の地域冷暖房 約 130,000




















































































































































1） 日本の水資源、平成 19 年度版
日本の水資源について、国土交




　   h t t p : / / w w w . m l i t . g o . j p /


























































7） Excut ive Direct ive 07-07 , 
P e r m a n e t  P h a s e - O u t  o f 
Bottled Water Purchases by 
San Francisco City ajd County 
Government, June21, 2007
8） The Water Connoisseur, July 
2007, 






9 ）  T h e  W a s h i n g t o n  T i m e s , 
July 26, 2007 "The war on 
bottled water", http://www.



















水 道 協 会、http://www.jwwa.
or.jp/mizu/index.html
15） 水 質 基 準 項 目、 東 京 都 水 道
12 回 ミ ネ ラ ル ウ ォ ー タ ー 編、
ht tp : / /www.wate rworks .















      mlit.go.jp/tochimizushigen/





26）  沖 縄 県 企 業 局、http://www.
eb.pref.okinawa.jp


















































































1  はじめに 　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●




　第 3 期科学技術基本計画 (2006
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図表 1　次期地球観測衛星システムの基本方針

































































研 究 所 ｣（Centre for Research 
on Epidemiology of Disasters: 
CRED）が 運 営 し て い る 緊 急 災


























　なお、2007 年 6 月 19 日に閣
議決定された ｢ 経済財政改革の基
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࿾㔡 ᵩ᳓ บ㘑䍃᥸㘑 䈠䈱ઁ
Source: "EM-DAT : The OFDA/CRED International Disaster Database
www.em-dat.net - Université Catholique de Louvain - Brussels - Belgium"
Source: "EM-DAT : The OFDA/CRED International Disaster Database
www.em-dat.net - Université Catholique de Louvain - Brussels - Belgium"
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4  防災衛星システムの構築に向けた内外の動向 ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　我が国では、陸域観測技術衛星
｢ だいち ｣ を用いた防災利用実証
実験が行われており、また超高速









(１）｢ だいち ｣ による防災利用
実証実験
　宇宙航空研究開発機構 (JAXA)
の陸域観測技術衛星 ｢ だいち ｣ は、
2 万 5000 分の 1 の地図の作成、
資源の探査等のほか、災害によ
る被害状況の把握を目的として、
2006 年 1 月 24 日に打ち上げら
れ、初期機能確認・初期校正検証












































で、｢ 衛星地形図 ｣ と呼ばれる地形
図情報を作成することができる 10)。
























































x ᷹ⷰᵄ㐳Ꮺ䋺㪇㪅㪌㪉䌾㪇㪅 㪎㱘㫄㩿 㪀㩷
x ಽ⸃⢻䋺㪉㪅㪌㫄㩷














科 学 技 術 動 向　2007年 11月号


















































































Science & Technology Trends   November  2007
アジアにおける防災衛星システムの構築と国際協力の推進








































｢ きずな ｣ は、直径 45cm の地上
局アンテナで送信速度約 1.5 ～




　｢ きずな ｣ は、9 本のビーム ( 北























Monitoring for Environment 
and Security) と呼ばれ、当面は、
陸域観測、海洋観測および緊急
















(FP7：2007 ～ 2013 年 ) で は、
宇宙分野に約 14.3 億ユーロの資
金が拠出され、その内約 85％の
12 億ユーロが GMES に充当され
る。この資金の内、約 7.8 億ユー
ロがセンチネル衛星の開発等のた
めに ESA に提供される 16)。また、
ESA の枠組みでは、2007 年 9 月、
センチネル衛星開発の次フェーズ
への移行が承認され、約 5 億ユー

















5  アジアにおける国際協力の動向 ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　｢ だいち ｣ の観測データは、被
害状況把握のため、｢ センチネル・
アジア ( アジアの監視員 )｣ と言う
枠組みで、アジア地域諸国にも提
供されている。欧州宇宙機関等が


















ナダ宇宙庁が、2000 年 10 月に設
立した 22)。地球観測衛星を運用す
る宇宙機関が参加機関となる資格




































が、2005 年 10 月に開催された
第 12 回アジア太平洋地域宇宙機














　2006 年 10 月から運用を開始
しており、｢ だいち ｣ の画像デー
タおよび関連する地理情報がイ
ンターネット経由で提供されて
いる。2007 年 9 月の時点でアジ




































る ( 図表 9 )。
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図表 11　｢ だいち ｣ 緊急災害観測・災害情報の流れ

























































受 け て お り、2006 年 10 月 に
発表した宇宙白書 28、29) におい
て、地球観測衛星を防災にも活
用 す る こ と と し て い る。2007
年 に は 国 際 災 害 チ ャ ー タ ー に





す る た め、UN SPIDER(United 
Nations Platform for Space-
based Information for Disaster 
Management and Emergency 
Response) と言うプロジェクトを
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衛星 ｢ だいち ｣ および超高速イン








































ツのボンに UN SPIDER の事務
局が設置されることになってい
る。普及啓発活動の一環として、
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｢ チャンドラ ｣衛星による超新星残骸の X線像 ５
６
７
P.9
提供 :Nature
東京都水道局
提供 :JAXA
合成開口レーダ衛星
光学衛星
災害監視衛星（概念図）
